








その他のタイトル A Study on Evaluative Interpretation of
Exclusive ‘Toritate’ Particles: Focusing on
















(1)  太郎は将来のことバカリ（を）喋っている。 













































(6)  ?喋りダケする/?喋りシカしない/??喋りバカリする  
(7) (?)喋ってダケいる/(?)喋ってシカいない/喋ってバカリいる 







































では評価を、「中立」＜「弱い評価」＜「強い評価」という 3つの段階で認定する（表 1）。 
 
【表 1】評価の 3つの段階 
評価の有無と強さ 後続文の制約 取り消し可能性 
中立（評価なし） なし ‐ 
評価あり 
弱い評価 あり 可 







 以上の議論を踏まえ、この 2.3 節で命題内に生起する限定のとりたて詞の付加位置と評



























































 「中立」 「弱い評価」 「強い評価」 
ダケ文 名詞＋ダケ 述語＋ダケ  
シカ文  名詞＋シカ 述語＋シカ 





























































































(21)  彼は塾で〈他の教科〉を教えず、〈物理〉を教えてダケいる。 




(23)  彼はさっきから〈相槌ダケ（を）うっている〉。 












高： 多様なコト（コト X、コト Y、 
コト Z…）が成立するさま 
 





































































































 評価 コトの序列の関与 
名詞付加ダケ文 なし（中立） なし 
述語付加ダケ文 あり あり 







(29)  彼は夏休み中ずっと論文を読んでいるダケだった。 





















(32)  こうなったら法的手段を取るダケだ。          （森山 2002:150） 
述語付加のダケ文と「ダケだ」文が関与する序列の違いは以下の(33)と(34)の容認度の
差からも示される。 
(33)  ?彼は 2年前にノーベル物理学賞をとってダケいる。 































































 ダケの位置と意味機能 評価 コトの序列の関与 
名詞付加の
ダケ文 
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